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カエル類、の配偶システムは繁殖期間の長さに強く依存していることが知られているω つまり s メスの時
間的および宅間的分布がオス間競争の形態を決定すると言われている。しかしこれは主にl上水環境で、繁
殖する種から得られた結果であり，it水環境で繁鐘する種については明らかでないのそこで，本論文では
繁殖期間の異なる2捧の流水繁姐樟の野外での繁殖生態を記載し，その配偶、ンステムについて論じたっ
調帯円ふ;の山間渓流で繁殖するナガレヒキガエルは.典型的な短期繁殖性を示した。メスは特定の繁殖
場所に|司調的に11現し，オスは高街度で淵に分散しているメスに対して，単独メスの探索とペアメスの乗
っ取りの2つの配偶戦術を使用した。オスの繁殖成功を尚める要因は，繁殖場所に早く出現して長く滞在
することであったっ止水繁殖性の近縁の種と比較して.水中で繁殖活動を行う，メスの繁殖場所での滞在
時間が長い(すなわちオスの抱接時聞が長~，) ，オスによるぺアメスの乗っ取りが頻繁に起こるという点
が特異的であったうこのような現象は流水で繁殖する他属の種でもみられることから，短期繁殖性の流本
繁殖種に特有のものと考えられるつ
一方，亜熱帯気候の台湾の低山地の小渓流で繁殖するクールガエルは，典型的な長期繁殖性を示したっ
メスの繁植は非同調的で産卵場所も分散していたれ低頗度で出現するメスに対して，オスは縄張りで鳴い
てメスを待つ配偶戦術を使用したc 良い産卵場所に縄張りを持つことがオスの繁殖成功を高める要閃であ
った。長期繁殖性の止水繁殖種のオスはーー般に求愛場所防衛型の縄張りを形成するのに対して，本種のオ
スの縄帳りはメスの資源を防衛するためのものであったの
このように.流水繁殖種の配偶システムは某本的には繁殖期間の長さの影響を強く受けているが.止水
繁殖種の繁殖生態と異なる部分があることも明らかになった。この違いは産卵場所が限定されている流水
環境に起因すると考えられるの
論文審査の結果の要旨
カエル類の配偶システムは繁殖期間の長さに強く依存している。つまり.繁殖期の雌の時間的・苧ー間的
分布が雄聞の競争形態を決定すると言われている。しかし.これは止水環境で繁殖する種から得られた知
見であり，流水環境で繁殖する数少ない揮ではどのような配偶システムをもつか不明であった。申請者は
本論文において.繁殖期間の異なる流水繁殖種2種の繁殖生態を詳細に記載し配偶システムについて比
較検討を行ったの
温害白木;の11.1間渓流で繁殖するナガレヒキガエル(Bufotorrenticola)は，繁殖活動が2週間ほどの短
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期間であった。雌は淵を中心にした特定の繁殖場所に同調的に出現して集合し，そこでは雄が単独雌の探
索とペア雌の乗っ取り(抱接雄から雌を奪う行動)の2つの配偶戦術を使用した。雄の繁殖成功を高める
要因は，繁殖場所に早〈出現することであったの水中で繁舶活動を行う，雌の繁殖場所での滞在時間が長
い(雄の抱接時間が長い).ペア維の乗っ取りが頗繁に起こる点が特異的であった。これらの現象は流ぷ
で繁殖する他属の種でもみられるので.婦期繁殖性の流水繁殖種に特台ーの蛍光と考えられた。
台湾の亜熱帯気候にある低山地で小渓流に生息するクールガエル(RanakuhLi i)は.繁殖活動は3カ月
の長期間であった。雌の繁殖は非向調的で，産卵場所も分散していた。雄は縄張りをもち，低頻度で出現
する雌を待つ配偶戦術を採用していた。雄の繁殖成功を『高める要因は，良い産卵場所に縄張りを持つこと
であった。長期繁殖性の止水繁殖種の雄は， ー般に求愛場所防衛型の縄張りを持つが，本種の雄の縄張り
は産卵場所という雌にとっての資源を確保するための機能をもっていた。
両種の産卵場所は，卵が流されにくい流れのない場所が殆どで、あった。このような場所は帯状の流水環
境では離散的に分布しており，この分布状況が流木繁殖種に特有な繁殖行動と結びついていると考えられ
た。しかし止水繁殖障と同様に，配偶システムは廷木的に繁殖期間の長さに影響を強く受けていた。
流水繁殖種の配偶システムと繁殖期間の関係を明らかにしたのは本研究が初めてである。繁殖期間の長
さが止水・流水に係わらず，カエル類の配偶システムを規定する重要な要因であるという，カエル類の配
備システムの一般化にも本研究が大きく貢献した点で，博寸て(理学)に航する。
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